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ン言語とな って、 重要性を増しているからであ
る。
今年の春から、 私は慎重に英検2級から始め、 1
次・2次とも無事に合格した。 独検1級のうえ英検
2級も と ったので、 嬉し く なってついつい人に話
したと ころ、 2級は高校生でも取れると、軽蔑的に
批評されてがっか り した。 そこで秋からは準 1級
に挑戦したいと思っている。
このよ う に、最近3年間、私は 2 ヵ国語の検定試
験を半分は使命感から、 半分は楽しみながら受け
ま く った。 その結果いろいろ感得したこ とがある
が、 そのう ち参考になるかも しれないと思う こ と
を幾つかあげておきたい。
まず第一は、 「若い頃に習得した知識と能力は
一生の宝」 との諺どお り、 私のよ う に高齢のもの
には、 かつて習得したものを思い出すのが精一杯
であって、 それを新たに伸ばすには非常に苦労が
多いとい う こ とだ。 これはすべての知識や能力に
ついて言える こ とではあるが、 と く に外国語につ
いてそうである。 だからそれは、 ぜひ若いう ちに
マスターしていただきたい。
第二に、 外国語検定の場合、 学生のなかには、
私のゼミ生にもそのよ うな者がいたが、 いっき ょ
に高い水準を目指して、 何度も失敗しながら、 つ
いに合格する人もいる。 だが、 私の経験では、 力
に応じたと こ ろから始めて、 一つ一つ高みに登っ
てい く方がよいよ う に思う。 そうすれば、 基礎的
なものから高次なものへと着実に能力を伸ばせる
し、 自信をも って検定を受ける こ とが楽しみにも
なる。
第三は、 と く に欧米の言語は構造的に日本語と
非常に異なるため、 私たちにと って リ スニングが
いちばん難し い と い う こ とだ。 そしてその困難
は、 1～2年留学したから といって自然に解消する
わけでもない。 一連の意味をも った言葉が、 一連
の音の流れと対応して理解できるためには、 テキ
ス ト を読みながら、市販のカセッ トやCD、 または
LL教室の AV機器を用いて、 独自に繰り返し訓練
する必要がある。 相手の言う こ とが分かれば、 外
国語はすでに半分、 習得したも同然である。 この
リ スニング能力は、 若い時ほどスムーズに上達す
るので、 ぜひ、 この点で努力するよ う心がけてほ
しい。
イタ リ ア語を学ぶ気などま った く なかった。 そ
れが、 今や、 一番親しむ外国語で一番苦労する外
国語がイタ リ ア語とい う具合になってし ま ってい
る。 そのきっかけは、 ま こ とにあっ さ り と したも
のだった。
大学院マスター・コースの終わ り近く、指導教授
から、 有り難いこ とに、 助手と して本格的な研究
者の道を進むよ う勧めていただいた。 同時に、 こ
れまで関心を持ってきたマキァヴェ ッ リ を これか
ら さ らに本格的に研究してい く なら、 作品を原語
で読まなければならないね、 と穏やかな忠告をい
ただいた。 その通りだと思ったので、 私も穏やか
に、 はい、 と答えた。 その後すぐ始まる大苦戦な
ど、 ま った く想像も しなかった。
それまで見ていた我が国のマキァヴェ ッ リ研究
のほとんどが、 さ ら には彼の時代のルネサンス研
究すら もが、 ド イツの翻訳、 研究に依存しそれに
基づいたものである こ とに疑問と不満を覚えてい
た。 だから、 マキァヴェ ッ リの作品を原語で読ま
ねばならないとい う指導教授の言葉に、 そうだそ
の通りだ、 さすが先生はいいこ とを言うなと生意
気な感想を抱きながら、 あっ さ り応じたのだ。 そ
の原語すなわちイタ リ ア語のジャングルに迷い込
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むこ とになる自分の姿など、 ま った く想い浮かば
なかった。
さ っそ く本屋に行ってみた。 今と比べる と想像
できないかも しれない。 当時は、 ち ょ っ と した本
屋にイタ リ ア語関係のものなど何もなかった。 大
きな本屋に行ってよ うや く 、 小さな辞書と小さ
な、 簡単な文法書が見つかった。 この程度のもの
だけで専門書を原語で読めるよ う になれるだろ う
かと不安に思い、 さ ら に探した。 中型の辞書と文
法書を見つけて求めた。 さ っそく読み始めた。 し
かし ど う にもよ く分からない。 ど う したらいいだ
ろ う ？　そうだ、 まず発音を少し覚えよ う。 文法書
に出ている単語が発音できるよ う になれば少しは
文法の勉強にはずみがつ くかも しれない。 誰か発
音を教えて くれる人、 イタ リ ア語を知ってる人が
居ないだろ うか ？
そう思って初めて分かった。 私の居た大学には
無論、 大学が在った仙台にも、 イタ リ ア語の先生
は居なかったのだ。 少な く も私の知る範囲には居
なかった。 色々な人に聞いてみたけれど、 皆、 知
らないとい う こ とだった。 代わ り にと、 ある人が
リ ンガフ ォンの外国語レコー ド にイタ リ ア語もあ
る と教えて くれた。 さ っそく入手した。 当時はカ
セッ ト テープとい う ものが無かったから、 外国語
の発音はすべてレ コー ド に頼らねばなら なかっ
た。 十数枚のレ コー ド を聴く ための機器は、 大学
のものを借 り て、 それでテープにすべて録音し
た。 テープはリールに巻かれた大型のもので、 こ
れをかけるテープコーダーは知り合いから古物を
安く ゆずっても ら った。 やっ と こ さ持ち歩ける重
いもので、 当時はそうい う大型のものしかなかっ
たのだ。 しかも、 珍しい貴重品だった。
とにか く何とか発音を聴けるよ う になった。 ア
ルフ ァベッ ト の音を初めて聴いた。 テキス ト を見
ながら単語の発音を聴き、 この Zはこ こではツと
発音するのにこ っ ちではヅなんだなぁ とい う よ う
に文字通り一語一語、 覚え始めた。 それでも、 生
の音を聴いただけで楽し く なった。 平行して、 多
様な動詞の時制や格の変化などは、 小さなカー ド
に書いて持ち歩き、 バスの中でもどこででも暗記
と発音の練習を試みた。 目で単語を追う だけよ
り 、 音を伴った勉強は格段に楽しかった。 だか
ら、 イタ リ アの映画 『道』 の中心部分のレコー ド
とテキス トが発売されている と知って、 さ っそく
求め、 やは り リ ール式のテープに録音して聴い
た。 何度も聴いた。 だがこ ちらは、 セ リ フの難し
さ、 発音の速さのためにまだほとんど聞き取れな
かった。 しかし、 哀切な音楽と主演男優 ・ 女優の
会話のムー ドがたとえよ う もな く よかった。 イタ
リ ア語ってなんかすご く いいなぁ、 と思えた。 も
う男優も女優も亡くなったら しいけれど、 あの二
人の 『道』 は、 私には、 どんな名画にもま さ って
記憶に残る生涯の映画である。
一方、文法書 （当時の岩波全書の一冊） の理解は
進まなかった。 二回三回と通読しても、 一向に要
領を得なかった。 質問をしよ う と思っても相手が
居ないのだから ど う にもならない。 困り果ててい
たと こ ろに、 イタ リ ア語講習会のポスターが目に
入った。 仙台でイタ リ アに関心を持っている人た
ちの 「東北イタ リ ア会」 が、 京都大学のイタ リ ア
文学の助手を招いて一週間、 毎夕、 講習会を開く
とい うのだ。 これぞ天の助け。 さ っそく主催者た
ちを訪ね、 感謝の意を表しながら色々の雑務への
協力を申し出た。 そして、 夏、 受講者の受付を手
伝いながら、 6回の講習会を受けた。 人から教え
ても ら う外国語の勉強はこんなに楽でこんなに分
かりやすいものかと、 感激の連続だった。 最終日
の夜、 講師に感謝の夕食会が開かれた。 文法書を
読んで混乱し困惑していたのでと、 講習を受けて
の感激と感謝の言葉を述べる と、 あの本は読む程
に分からな く なるよと笑いながら、 別の、 本屋で
は売られていない文法書を教えて くれた。 その後
すぐそれを取り寄せ、 繰り返し読んだ。
私が文法書を読んで少し分かってきたと感激し
ていた時、 研究室の同年代の友人たちは、 も う毎
日、 専門書を読んでいた。 日本を研究している人
は日本語の本を読むのだから楽なものだ。 英米を
専攻している人は中学生の時からなじんでいる英
語で、 独、 仏を専攻している人でも、 教養課程の
時から習い始めた独語、 仏語で読んでい く。 しか
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も英、 独、 仏語については、 学部時代の専門書講
読やゼミ、 大学院マスター時代のゼミなどで、 専
門書を読む訓練をまさに専門の教授たちから受け
ている。 私も英語と独語についてはそう した訓練
を受けていたし、 独語については助手になってイ
タ リ ア語を始めてから も、 毎週、 指導教授の学部
と大学院のゼミで専門書をテキス ト と して読んで
いた。 しかし、 イタ リ ア語については、たった 6回
の基礎文法講習会を受けただけで、 他に何の訓練
も受けていない。 立ち遅れは、 ま さにど う しよ う
もないものだった。
嘆いていても仕方がない。 とにか く食らいつい
てみる他はない。 しかしやは り歯がたたない。 分
からないこ とが続出するのに、 それを尋ねる人が
いない。 いや、 分かったと思った部分でも、 はた
して自分のその理解が正しいのかど うか確かめよ
うがない。 困った。 本当に困った。 そこで、 イタ
リ ア語の本で英語や独語に訳されているものを選
び、 両者を対照しながら読む訓練を始めた。 これ
はかな り有効だった。 しかしそれでも、 なぜ当の
イタ リ ア文が当の英文ないし独文になるのか理解
できない、 納得がいかない場合、 やは り困った。
そもそも、 そう した複数の外国語を介してヨチヨ
チと読んでい く とい う こ と自体、 忍耐の要る こ と
だった。 日、 英、 独、 仏語の書を読んでいる周囲
の友人たちを見る と、 自分の ノ ロ ノ ロ、 ヨチヨチ
の毎日が、 実に歯がゆかった。 何もかもすべてい
やになった。
そんな時、ふと、小学校 (5/6年 ) で習った杉田玄
白のこ とが思い出された。 『ターヘル ・ アナ ト ミ
ア』 のたった一行が、 幾人かの人と一日かけても
読み解けなかったとい う話だ。 さ っそ く文庫本の
『蘭学事始』 を買って読んだ。 玄白は、眉毛の短い
説明文が一日かかっても読めなかった、 わずか一
～二寸 (6/7 ｾﾝﾁ) の短い文の意味が分からないう ち
に日が暮れた、 と苦心の日々を語り ながら、 日本
で初めて人体解剖書を理解してい く感激を淡々と
綴っていた。 （今度、本当に久しぶり に見て確かめ
たら、 次のよ うな文だった。） ── 「たとへば、 眉
といふものは目の上に生じたる毛な り と有るやう
なる一句、 彷彿と して、 長き日の春の一日には明
らめられず。 日暮るまで考へ詰め、 互ににらみ合
て、 僅か一二寸の文章、 一行も解し得る事ならぬ
こ とにて有り しな り 」。 …… 「凡そ一年余も過しぬ
れば、 訳語も漸く増し、 読むに随ひ自然と彼の国
の事態も了解する様にて、 後々は其章句の疎き所
は、 一日に十行も、 其餘も、 格別の労苦な く解し
得るよ う にな り た り 」。
ずし り と重く響く ものがあった。 一言も無かっ
た。 やる しかないと、 再び文法書に、 大型のリー
ル ・ テープに、 イタ リ ア語→英語 ・ イタ リ ア語→
独語の対照に向かった。 だが、 いやになって放り
出し、 せっか く覚えかけていたものまで忘れてし
ま う こ と も再三だった。 それでも、 市内にかつて
イタ リ ア語を学んだこ とがある人が居る と聞け
ば、 ま った く未知の人でも、 自分に必要な専門書
をも ってすぐ駆けつけ、 私と このイタ リ ア語の本
を読んで下さ い と頼み、 相手に有無を言わせず
引っ張り出して 「読書会」 を開いた。 それぞれの
専門や仕事がある人たちに、 何の報酬もお礼もあ
げず、 お願いし ますの一手で無理を聞き容れても
ら った。 何と勝手な、 何と失礼なこ とをし続けた
ものかと、 今は思う。
苦心の日々を 「一年余も過ごし」 てよ うやく 「一
日に十行も……解し得る」 よ う になった杉田玄白
ら先駆者たちの苦労から見れば、 自分のやってい
る こ となど何程のものでもないとい う思いが、 そ
の間、 折り にふれて浮かんだ。 なんかプラスにな
る こ とがあるかも しれないと思えば、 その後も迷
わず突進した。 イタ リ アに行った方がいいかも し
れないと思い立ち、 先の 「東北イタ リ ア会」 の人
たちの推薦も得て、 イタ リ ア政府給費留学生試験
を受けた。 イタ リ ア人と日本人の試験官から、 イ
タ リ ア語の先生は誰かと、 無論イタ リ ア語で質問
されて、 これまでの経過をイタ リ ア語で答えた。
口で答えたと ういよ りは心臓で答えたといった方
がよかった。 おそら く、 田舎都市での独学の話が
試験官の共感を呼んだのだろ う。 初年度は腕だめ
しで終わるかと思っていたのに、 パスした。 加え
て、 日本の文部省からイタ リ ア往復の旅費も得ら
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れた。 初めて飛行機に乗った。 そして着いたロー
マ大学でも、 今ふり返る と、 突進の連続だった。
あれから も うかな り の年月が過ぎた。 初めにも
書いたよ う に、 今、 イタ リ ア語は一番親しむ外国
語にな り、 同時に、 一番苦労する外国語にもなっ
ている。 外国語とい う ものはど う にもならないも
のだと、 今も しばしば感じ る。 イタ リ ア語とい う
ジ ャ ングルに迷い込んでいるよ う にすら感じ る。
ただ、 自分のやっている こ となどは苦労のう ちに
入らないとい う思いは、 今も心にある。 また、 あ
の学び始めの頃の仙台の人たちの無償のご好意と
ご協力には、 今も本当に頭が下がる。 杉田玄白の
『蘭学事始』 にも、 今度久しぶり に読み返しても、
ただただ頭が下がる。 外国語を学ぶこ とで自分の
世界が広がる楽し さは学ぶ苦労にまさる ものでも
ある こ とを、 これらの人々と この書のお陰で知る
こ とができた。 （2001. 10. 21）
韓国語の勉強をはじめてま もな く 2年が経つ。
実力は、 自己診断でハングル能力検定試験の 4級
程度、 いばれる ものではない。 勉強のき っかけ
は、 ある共同研究の調査旅行で韓国へ行く機会が
あ っ た こ とだが、 その調査旅行が終わってから
も、 勉強を続けている。 その理由は、 なんと言っ
ても面白いからである。
まず、 第一に私にと って非常に新鮮である とい
う こ とがある。 中学、 高校と英語を勉強し、 三十
数年前に大学に入ってからはフ ランス語を専門と
した。 以後、 必要に応じて ド イツ語やスペイン語
やイタ リ ア語をかじ ったが、 いずれも ヨーロ ッパ
の言語で、 アジアの言語の勉強はこれがほぼはじ
めてである―― 「ほぼ」 とい うのは一度中国語を
かじ り かけたこ とがあるが、 発音の難し さに 1 ヶ
月ほどでギブア ップしたからである。 はじめてま
と もに勉強したアジアの言語である韓国語は、 文
法が日本語とそっ く りである。 語彙の面でも両言
語と も漢語が多く入ってお り、 共通する単語が多
い。 このために、 発音面では日本語に比べて複雑
で難しいとはいえ、 韓国語は日本人にと って非常
に勉強しやすい言語である。
ヨーロ ッパ言語を勉強する際には日本語の発想
から離れる必要があるが、 韓国語の勉強の場合は
その必要がない。 とはいえ、 異なる言語であるか
ら、 日本語の発想から微妙にずれなければならな
い場合も しばしばある。 たとえば、 敬語は、 韓国
語の場合絶対敬語 （身内の者についても敬語を用
いる） であ り 、 日本語の相対敬語の発想とは異
なっている。 こ う いったこ とは、 日本語の成り立
ちについてあらためて反省させて くれる こ とにな
り、 いわば、 日本語のも っている普遍性と特殊性
といったものをきめ細かく照ら し出して くれる こ
とになるのである。
個々の表現においても、 いろいろ考えさせられ
る こ とがある。 一例を挙げる と、 極度の事柄を表
現するのに 「死ぬ」 とい う言葉が日本語でも韓国
語でも同じよ う に用いられる。 たとえば、 「寒く
て死にそうだ」 は韓国語でもま った く同じで 蓄趨
宋畏嬢推 . （「チュウォ・チュ ッケッ ソ ヨ」） と言う。
と こ ろが、 大変おいしいとい う こ とを表す韓国語
の比喩表現却戚 股陥亜 馬蟹亜 宋嬢亀 乞牽畏嬢
推 . （「 ト ゥーリ ・ モッ タガ ・ハナガ ・チュゴ ド ・モ
ルゲッ ソ ヨ」） に出会ったとき、私は腰が抜ける く
らいびっ く り してし ま った。 直訳する と 「二人で
食べていて、 一人が死んでも分からないだろ う 」
となるが、 ど うみても、 このよ うな表現は日本語
の発想からは出てこない。 「これを食べる こ とが
できたら死んでもよい」 とか、 「死ぬほどおいし
い」 とか言う こ とはできるが、 日本語話者と して
Goken        News 2001年 12月6
私はなぜ韓国語にと りつ
かれたか
経営学部
田川 光照
